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１ 2010 西武学園文理中学校

図のような台形ＡＢＣＤを，点Ｄを通り辺ＢＣ

に垂直な直線のまわりに1回転してできる回転体

の体積は何cm３ですか。

ただし，円周率は3.14とします。

２ 2010 浅野中学校

［図４］のような直角三角形ＡＢＣと，辺ＡＣ上

の点Ｄがあります。

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。

(1) ＡＤの長さとＢＤの長さをそれぞれ求めなさい。

(2) 辺ＡＣを軸として，三角形ＡＢＣを1回転させた

ときにできる立体の体積を求めなさい。

ただし，円周率は3.14とします。
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３ 2010 湘南白百合中学校

図のような三角すいがあります。

辺ＣＤの真ん中の点をＥ，ＢＥ＝8cmと

します。辺ＡＢを軸にしてこの立体を

1回転させるとき，次の問いに答えな

さい。ただし，円周率は3.14とします。

(1) 三角形ＡＢＣが1回転してできる立体

の体積を求めなさい。

(2) 三角形ＡＣＤが1回転してできる立体

の体積を，式を書いて求めなさい。

４ 2010 白百合学園中学校

1マス2cmの方眼用紙に右の図の黒い部分のようにＳと

いう文字をかいて切り取ります。この図形をＡＢを軸と

して回転させたときにできる立体の体積を求めなさい。

ただし，底面が同じで高さが等しい円柱と円すいの

体積の比は3：1です。

また，計算を簡単にするために円周率は3で計算しな

さい。（計算・やり方をしっかりと書きなさい。）
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１ 右図より，回転体は円柱と円すい台を

組み合わせたものになる。

体積は

3 × 3 × 3.14 × 3

＋

＝ 27 × 3.14 ＋(72 － 9)× 3.14
＝(27 ＋ 63)× 3.14 ＝ 90 × 3.14
＝ 282.6cm３ です。

２

(1) △ＡＢＣと△ＡＤＢは相似。

△ＡＤＢの 3 辺の長さの比は右図のように

3：4：5 となるので，

ＡＤ＝ 3cm× ＝ 1.8cm ，

ＢＤ＝3m× ＝ 2.4cm です。

(2) ＤＣ＝ 5 － 1.8 ＝ 3.2cm。右上図より，立体は2つの円すいの和なので，

体積は

2.4 × 2.4 × 3.14 × 1.8 × ＋ 2.4 × 2.4 × 3.14 × 3.2 ×

＝ 2.4 × 2.4 × 3.14 × ×(1.8 ＋ 3.2)＝ 9.6 × 3.14 ＝ 30.144cm３ です。

３

(1) 立体は，底面の円の半径が 10cm，高さが9cmの円すいになるので，

体積は 10×10×3.14×9× ＝ 300 × 3.14 ＝ 942cm３ です。

(2) 立体は，△ＡＢＣを回転させてできる円すい

から，△ＡＢＥを回転させてできる円すいを

除いたものになるので，

体積は 942 － 8 × 8 × 3.14 × 9 ×

＝ 942 － 192 × 3.14
＝ 942 － 602.88
＝ 339.12cm３ です。
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４ 上下の円すい台と，真ん中の底面の円の半径 4cm，
高さ 6cmの円柱から，底面の円の半径2cm，高さ2cm

の円柱 2 個を引けばよいので

右図より

× 2

＋ 4 × 4 × 3 × 6 －(2 × 2 × 3 × 2)× 2
＝(64 － 8)× 2 ＋ 288 － 48
＝ 112 ＋ 288 － 48
＝ 352cm３ です。
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